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＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞
AMR臨床リファレンスセンター広報事務局 担当：小石、佐藤、木下
TEL：03-6427-1627 FAX：03-6730-9713 E-Mail: info@kartz.co.jp

昨今､薬剤耐性菌が世界的に問題となっております。現在､薬剤耐性(AMR) ※によって世界で70万人が死亡、

2050年には1,000万人が死亡するといわれており､わが国でも2016年に薬剤耐性(AMR)対策アクションプラン

が策定されました｡ その薬剤耐性(AMR)対策の啓発活動[厚生労働省委託事業]の一環として､ 2017年4月､国立

国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター(以下AMRCRC)が設立されました。

今回､2017年11月13日(月)～11月19日(日)の｢世界抗菌薬啓発週間｣に先駆け､

当センター設立後初となる報道関係者様向けに｢薬剤耐性(AMR)対策の現状と

取り組み｣セミナーを開催いたします。報道関係者の皆様へ薬剤耐性(AMR)に

ついての理解を深めていただこうと、その脅威､現状､対策などをわかりやすく

解説する予定です。

11月は薬剤耐性(AMR)に係る全国的な普及啓発活動を推進するために設定された

｢薬剤耐性(AMR)対策推進月間｣にあたり､全国的な普及啓発活動を推進すると共に、

国民の知識や理解を深め､ひとりひとりが主体的に取り組みを行うための啓発を目的

として開催するものです｡つきましては､ご多忙かと存じますが､報道関係者の皆さまの

ご来場を賜りますよう心よりお待ち申し上げております。

※AMR(Antimicrobial resistance)とは､病原体が変化して抗菌薬･抗生物質が効かなくなることです。

メディアセミナーのご案内
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「薬剤耐性(AMR)対策の現状と取り組み」セミナー概要

報道関係者にむけて薬剤耐性(AMR)の脅威･現状･対策等をわかりやすく解説

「薬剤耐性(AMR)対策アクションプラン」｢AMRCRC｣について
講師：大曲 貴夫 （国立国際医療研究センター病院 副院長/国際感染症センター センター長/

AMR臨床リファレンスセンター センター長）

「薬剤耐性菌の臨床」
講師：日馬 由貴 （国立国際医療研究センター病院 国際感染症センター/

AMR臨床リファレンスセンター 主任研究員）

「抗菌薬に対する意識調査から見る危機感」～今後の取り組み
講師：具 芳明 （国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター 情報･教育支援室長）

＊質疑応答、名刺交換等

平成29年10月25日

開催日時 2017年11月8日(水) 17:30～19:00 (受付開始 17:00)

会 場 国立国際医療研究センター 中央棟 1F 集団指導室 東京都新宿区戸山1-21-1
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